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SDGs 未来都市の推進について

１ SDGs（エスディージーズ）について

（１）SDGs の概要（参考：P.3） 

・Sustainable Development Goals（持続可
能な開発目標）の略

・2015年 9月の国連サミットにて全会一
致で採択（2030アジェンダの採択）
・国際社会全体の開発目標として、2030 
年を期限とする包括的な 17の目標

・「誰一人取り残さない」社会の実現を目

指し、経済・社会・環境をめぐる広範

な課題に統合的に取り組むもの

（２）SDGs に係る国の動向

・国では、すべての国務大臣を構成員とする「持続可能な開発目標（SDGｓ）
推進本部」を 2016年 5月に設置し、同年 12月に SDGs実施指針を決定。
・2017年 12月に「まち・ひと・しごと創生総合戦略 2017改訂版」が閣議決
定され、地方公共団体における SDGsの達成に向けた取組の推進が位置づけ
られた。

・国として自治体による SDGsの達成に
向けた取組を公募し、本年 6月に優れ
た取組を提案した本市を含む 29都市
を「SDGs未来都市」として選定した。

２ SDGs 未来都市の推進について

（１）SDGs 未来都市の本市コンセプト（参考：P.4）

・“温暖な「国土縮図型都市」”や“多様性と共助にあふれた社会”など、本市

が誇る地域資源を活用し、「経済・社会・環境」の好循環モデルを浜松で創

出・発信する。

・本市が官民を挙げて推進している「森林」、「エネルギー」、「多文化共生」に   

関する取組が、我が国の SDGs推進に係る優れた取組として高く評価され、
「SDGs未来都市」に選定された。
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（２）SDGs 未来都市推進スケジュール等 

平成 30年
2月～3月

SDGs未来都市等の募集

6月 15日 国による SDGs未来都市の選定

7月 20日 SDGs未来都市計画（素案）の提出期限
7月 20日
～8月 10日

国が設置する検討会＊1及び関係省庁＊2に対する意見送付

8月下旬以降 計画策定、国による公表

＊1：自治体SDGs評価手法等検討会（仮称） 

    ＊2：自治体SDGs推進関係省庁タスクフォース 

３ SDGs 未来都市の推進に向けて

・「SDGs未来都市」選定に伴い、3年計画である「SDGs未来都市計画」を策定
し、SDGsの達成に向けて取り組む。
・地方創生の深化に向けた様々な枠組みづくりや取組には、市民、民間企業、

NPO 等の広範で多様なステークホルダーの参画を得ることが重要で、SDGs
においては、ステークホルダーの連携とパートナーシップの主流化が強く求め

られており、地方創生の施策推進との親和性が高い。（参考：P.5）

・こうしたことを踏まえつつ、本市として SDGs未来都市の取組を地方創生推進
の一要素と位置づけ、「浜松市“やらまいか”総合戦略推進会議」等において、

随時ご意見等をいただく。

【執行体制のイメージ】

　　   意見

　　　　報告、検証

市議会

地方創生調査特別委員

浜松市地方創生推進本部

本部長：市長

本部員：副市長、関係部長

浜松市”やらまいか”

総合戦略推進会議

本部員

市長、副市長、副市長、技術統括監、政策補佐官、上下水道事業管理者、危機管

理監、企画調整部長、総務部長、財務部長、市民部長、健康福祉部長、こども家庭

部長、環境部長、産業部長、都市整備部長、土木部長、学校教育部長、財務部税

務担当部長、市民部文化振興担当部長、健康福祉部医療担当部長、産業部観光・

ブランド振興担当部長、産業部農林水産担当部長、都市整備部花みどり担当部長
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浜松市の SDGｓ未来都市コンセプト 

SDGs未来都市 

タイトル

浜松が「五十年、八十年先の『世界』を富ます」

（郷土の偉人 金原明善翁を紹介した平成30年 1月の安倍首相施政方針演説の一節をもとに設定）

浜松が誇る「資源」 

温暖な「国土縮図型都市」 進取の気風「やらまいか精神」 多様性と共助にあふれた社会

・都市部、中山間地など市域内に多

彩なフィールドを包含 

・全国随一の日照時間はじめ恵ま

れた自然環境 

・民の力で自律発展（政令市唯一） 

・輸送用機器などはじめ現在の我が

国を支える企業を多数輩出 

・「よそ者」も活躍できる「出世の街」 

・日系ブラジル人等の集住と共生 

・「竜宮小僧」「金原明善」そして「防

潮堤」 

2030 年のあるべき姿

浜松市総合計画（「浜松市未来ビジョン」） 

・「高める」（農林水産業）、「活かす」（エネルギー）、「認め合う」（多様性）など、バックキャスティング

で設定した「1ダースの未来」（理想の姿）を目指す。

課題解決のため浜松市が取り組む主なSDGs事業

森林 

林業の成長産業化など

多文化共生 

外国人の子ども教育支援など 

エネルギー 

浜松版スマートシティ実現など 

地域資源活用で「経済・社会・環境」の好循環モデルを浜松で創出・発信

最高のサンドボックス 旺盛なチャレンジ精神 多様な組み合わせと連携 × ×
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地方創生と SDGs の関係性

・2017年 12月 22日閣議決定「まち・ひと・しごと創生総合戦略 2017改訂版」
における、地方創生と SDGsの関係性は下記のとおりである。

※まち・ひと・しごと創生総合戦略 2017改訂版から抜粋
地方創生の一層の推進に当たっては、持続可能な開発目標（SDGs）
の主流化を図り、SDGs達成に向けた観点を取り入れ、経済、社会、
環境の統合的向上等の要素を最大限反映する。具体的には、全国の

地方公共団体等による地域における自律的好循環、持続可能なまち

づくりを目指した取組を推進することで、政策推進の全体最適化、

地域課題解決の加速化等の相乗効果を創出し、地方創生の更なる実

現につなげていく。

SDGsは、先進国、開発途上国を問わず、世界全体の経済・社会・環
境の三側面における持続可能な開発を統合的取組として推進するも

のである。多様な目標の追求は、日本の各地方における諸課題の解

決に貢献し、地方の持続可能な開発、すなわち地方創生に資するも

のである。


